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水中爆発を用いた爆発性の評価(Ⅲ)

50/60鉄管と10gPETN伝爆薬を用いた伝爆性試換

青田佑生',木村 歩',金子良昭''

和田有司●叫.松永珪裕'叫,青田息堆…'

水中爆発を利用した伝爆性の評価法として,いくつかの蛾轟,爆燃境界物軌こついて30/40鉄管

試験及び50/6D鉄管就験を行い,その挙動を調べた｡

その結果,50/60鉄管鼓験の方が30/40鉄管釈放よりも伝燦性の検出感度が優れていることが

確認された｡

また,本法を使用することにより従来の鉄管釈放の鉄管の破蛾状況による判別では.知り得

なかった爆由.爆燃粒界物についての伝爆性を判定できることが分かった｡

1. はじめに

自己反応性物質の爆発伝播性の有無は取扱い安全の

面から重要な性質である｡爆ごう伝播性を調べる釈放

法としてはBAM50/60鉄管試験1)2Jが優れた試験法で

ある｡しかし,弱い爆ごうあるいは激しいテフラグ

レーショ./(爆燃)で伝播する物質は50/60鉄管釈放で

は判定が困難である｡50/60鉄管試験では鉄管が破片

になるかどうかで伝爆性の有無の判断をするが.爆ご

うせずに爆燃する物質は50/60鉄管を破片にしない｡

この間壕点を克服するために,50/60鉄管妖艶を水

中で行い,発生エネルギーを測定することにより伝爆

性の有無を調べることを計画した｡

現在筆者らが用い得る水中爆発乗襲用プールは容額

が限られているので,まず30/40鉄管試鼓の検討を行

った3)｡この結果,30/40鉄管試敦{･は50/60鉄管釈験

に比べて薬径が不十分であり,未知物質の伝播性の有

無を判定できないことがわかった｡一方.この実験で

非爆ごう性爆発物質であれは.筆者らのプールの容前

でも50/60鉄管試敦を乗施し得ることがわかった｡し

か し.伝爆薬は従来のRDX-95- ワックス-Sの

50gペレットを用いることには問頓があろと思われた
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ので10gPETN粉末を用いた｡

2.乗 数

2.1 拭 料

アルミナ(和光特級.012-0965,75FLパス80/%)は試

薬を用いた｡ア'/ビスイソプチFZニト1)ル(AI8N,

大塚化学㈱製),ジートプチルジバ-オキシイソフタ

レート(DBPIP.Jt-ブチルIF,日本油牌㈱90%+

水10%)は井空乾燥させ.70%.80%及び90%に水で

希釈 した過酸化べ./././イル(BPO.化薬ヌー1)㈱

戟)は工業製品を用いた｡エマルション爆薬(カヤマイ

I).PETN粉末及び6号電気価管は日本化薬㈱製の

ものを用いた｡

2.2央敦放伐

水中爆掛 こ用いたプールは前報3)に報告したものと

同じである｡

2.3 故科専蕃

水中爆発に用いた可変拭料血統故事告として,内径

50JZZB,外径60Jnの引抜き銅管を長さ20.30.40及び50

ctDに切って用いた｡氏部は溶接で,上手勤まネジを切り,

展性のあるネジ歪を取付けられるようにした｡ネジ蓋

には背骨挿入用の経7EEZDの孔があけてある｡

2.4 水中爆発における熔発気海の第一騒動周期

の判定

水中爆発の武村及び計測替固定には図1に示す桁道

の鵜匠を用いた｡水中圧力波の邦定にはPCBビェー/

エレクトpニヅクス社鶴 トル171)./ゲージ(モデル

138AIO),PCJiパワーユニット(モデル480DIO)及

び皆遜㈱製デジタルス トレッジスコープ(モデル

Ds-6121A)を用いた｡空気中圧力波の測定には東亜

-162- 工薬火薬



Fi合.1 Experimentalsetupoftheunderwaterexplosion.

電気㈱製マイクF7ホー/(モデルI)Sl300)及び

日立製デジタルス トレッジオシ t'ス コープ(モデルVC-6015)を用いた｡いずれの

測定波形も日本罷免三栄㈱Ⅹ-Yレコ-ダー(モデル8U1

6-1)に出力させ記録した｡2.5異教手柄

50/60鉄管に径50皿で底を閉じたビニルチき-プを

入れ,これに試料を充填して入った試料丑を秤丑する｡10

mlのサンプル管(ラボランバック サンプル管)に10gのPETN粉末を入れ,ポ1)土チt/ソ製の蓋と

内筒4)を取付ける｡この内筒に6号電気雷管を取付け,

サンプル管全体を就料の最上部に埋め.水が入らないよ

うにビニルチ1-プのロをガムテープでとじる｡5

0/60鉄管に豊をして.水が投入しないように箇管

と蓋の孔の隙間にガムテープス巻きつける｡図1の

ように鉄管.圧力センサーをセットし鉄管の中心が水深I

mになるように水中に沈める｡発破常で起爆 して計鮒を 行う｡鉄管は回

収して写其記者する｡3. 結果と考

察3.1 括 集実験条件及び対応する結果を蓑1に示した｡各実験

後の鉄管の破損状況を図2に示した｡3.2 用

いた拭料の伝爆性3.2.1 過軽化ベンゾイル(BP

O)過酸化ベンゾイルー水混合物の就験結果を図3に示した｡この結果から90%BPOはこの条

件で伝爆性があり,80%BPOは爆発が中断し,70%

BPOは殆ど爆発が起こっていないことがわかる｡

80%BPOは弾劾臼砲を用いた可変試料丘試験与)

では伝保佐がありとされ,弾動振子を用いた試換6)

では伝燦性なしとされた｡伝保佐

の境界物質と見られるが.本筑鼓鼓による結果と群動臼砲

試鼓の結果の相違については今後の検討が必要である｡3.2.2アゾビスイソブチロニト



T8ble1 ResultsoEthe50/60steelttlbetestusingthetuderwaterexplosion.
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(C)

ている可能性がある｡すなわち弾劾臼砲で

は起爆後の圧力保持時間が長く,試料が比較的長い間

高温にさらされるが,これに対して鉄管試艶では鉄管の破裂によ

る圧力
.
温度の開放が早く
,
侵像が中断しやすいこと

が考えられる
｡
3
.
2
.
3ジーt-ブチルバ-オキシイソフタレー
ト(DBPIP)

DBPIPをAl203で80%及び70%に希釈した試料に

ついての結果を図4に示した｡70
%DBPIP は
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tureswithAl203.従来のBAM50/60鉄管釈

放1)2){･は本実軌で伝爆性が認められた80%DBP

IPや90%BPOでは回4に示すように鉄管が破片

にならず伝嬢の判定ができない.したがって.水中爆発法はこの点に関して従

来法よりも優れていると冒える｡一方,上に見て

きたように本釈放の伝爆性検出能力はヨo/40鉄管釈放

より良く.弾劾振子を用いる方法と同等であり

.鮮劫臼砲を用いる方法より番い｡30/40鉄管鉄験より

本50/60鉄管紬 の方が伝爆性検出鮭力が高いのは伝爆

薬畳が2倍と多く.又薬蛭が5/3倍と大きくなっている

ためと思われる｡従来の50/60鉄管試験では50gの

RDX-ワ,クスペレットを用いている｡本実故ではプールの事前の 布告で10gの扮末
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Fig.5 PlotoEbubblee

nerw ys.wightofemd･SionexplosiyeA.PETNを用いた｡乗質的にこの並が有忠かどうかは史に乗験的に検肘する必要

がある｡3.4 韻量と叡期されるエネルギー水中爆発によるエネルギー内定{･は

.エネルギー井出の基礎式が無限水中でのガス球の革助から苛かれた



&?ルシロ./噸典150gの実験はプールの外に水が

溢れる投.波が大きく不適当と思われた｡

3.5 水中におけるトルマリンゲージによる測定

と垂死中におけるマイクロホンによる測定の

比較

水中に故配した トル17.)･/y-ジと空気中に設配し

た11イタpホ./でm起した気泡エネルギーの相対誤差

を図6に示す｡マイクpホ･/による洞定の方が若干大

きな位を示す餌向があるが.気泡エネルギー100kj程

度まではこの二つの抑定扱港間の相対訳丑は±5%以

内である｡肋報1)で述べたように,この多くは脈動周

期の潤定訳盛に上ると考えられる｡100kjを越えると

誤並は大きくなるが.プールの許容凝血に関係するか
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EvaluationofExplosivePropertiesbyUnderwaterExplosion(班)

EyaluationoEAbilitytoPropagateaExplosion

bytheVariableSam pleTestUsing50/60SteelTubeandlOPETN払oster

byNobuoYOSHII)A暮.Ayum uKIMURA暮,YoshiakiXANEKO叫,

YujiWADAH.TakehitoMATStJNAGAH'aJldTadaoYOSHrDA●●●

Weattemptedthe30/40or50I60Steeltubetestinunderwatertoevaluatetheabilityto

propagatetheexplosionofbordermaterialswhidhm edviolentdenagradons.

Andtheresult,wewereobtainedthatthe50/60Steeltubetestisbettertodetectexplo･

Sion-propagationthan30/40one,aJldwecoddknowtheabilityofexplosion-propagation

ofsomeviolentdenagrationmaterids.
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